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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 41,441 2.3 4,091 46.3 4,276 42.1 3,211 35.9

2025年３月期中間期 40,502 △3.6 2,797 26.5 3,009 25.6 2,362 46.2

（注）包括利益 2026年３月期中間期 4,132百万円（194.6％） 2025年３月期中間期 1,402百万円（△45.1％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 124.66 －

2025年３月期中間期 91.79 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ ％

2026年３月期中間期 80,977 43,756 54.0 1,697.76

2025年３月期 80,861 42,027 52.0 1,631.80

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 43,756百万円 2025年３月期 42,027百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 25.00 － 95.00 120.00

2026年３月期 － 50.00

2026年３月期（予想） － 50.00 100.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 8.8 7,450 2.8 7,650 0.9 6,400 2.7 248.49

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．配当金の内訳

2025年３月期第２四半期末　普通配当　25円00銭

2025年３月期期末　　　　　普通配当　25円00銭　特別配当　50円00銭　記念配当　20円00銭（100周年）

2026年３月期第２四半期末　普通配当　50円00銭

2026年３月期期末（予想）　普通配当　50円00銭

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 27,200,000株 2025年３月期 27,200,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 1,427,125株 2025年３月期 1,444,491株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 25,761,951株 2025年３月期中間期 25,737,621株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご

覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

　決算補足説明資料は、当社ウェブサイトに開示しております。

　また、当社は、2025年11月28日（金）に機関投資家及びアナリスト向け説明会を開催する予定です。説明会の内容に

つきましては、当日使用する決算説明資料とともに開催後当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により緩やかな回復基調

で推移しました。一方で、米国の通商政策による景気下振れリスクや物価上昇の継続、ウクライナ情勢の長期化

や中東情勢の悪化による資源価格の高止まり、中国経済の先行き懸念、金融資本市場の変動など不確定要素も多

く、先行きは依然として不透明な状況が続いています。

当社グループの事業環境につきましては、設備工事事業において建設投資は堅調に推移しているものの、資機

材価格の高止まりや労働者不足によるコストの上昇など、依然として懸念される状況が続いています。精密環境

制御機器の製造販売事業につきましては、半導体製造装置向け製品、ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製

造装置向け製品においては納入先の生産計画により下半期に受注が増加する見込みです。

こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当

中間連結会計期間の売上高は41,441百万円（前年同期比2.3％増加）、営業利益は4,091百万円、経常利益は

4,276百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は3,211百万円となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

（設備工事事業）

売上高　　 38,881百万円（ 2.9％）

営業利益　　4,159百万円（40.6％）

受注高は54,463百万円で前年同期比67.0％の増加となりました。

　売上高は前年同期比2.9％の増加となり、営業利益は売上総利益率の改善により、前年同期より1,200百万円増

加し、4,159百万円となりました。

（機器製造販売事業）

売上高　　2,560百万円（△5.7％）

営業損失　　 68百万円（　 －％）

受注高は1,903百万円で前年同期比58.4％の減少となりました。

　売上高は前年同期比5.7％の減少となり、売上総利益率の改善により、前年同期の営業損失161百万円から改善

し、68百万円の営業損失となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末の財政状態は、総資産は80,977百万円（前連結会計年度末比115百万円増加）となりまし

た。主な増加は、現金預金3,589百万円及び有形固定資産2,470百万円であり、主な減少は、受取手形・完成工事未

収入金等8,072百万円です。

負債総額は37,221百万円（前連結会計年度末比1,612百万円減少）となりました。主な増加は、長期借入金2,725

百万円であり、主な減少は、支払手形・工事未払金等3,248百万円です。

純資産は43,756百万円（前連結会計年度末比1,728百万円増加）となりました。主な増加は、利益剰余金764百万

円及びその他有価証券評価差額金851百万円です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年５月15日に発表いたしました2026年３月期の連結業績予想に変更はありま

せん。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 18,532 22,121

受取手形・完成工事未収入金等 33,046 24,974

電子記録債権 4,797 5,180

未成工事支出金 1,261 1,615

仕掛品 1,487 1,788

材料貯蔵品 226 208

その他 938 1,829

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 60,288 57,715

固定資産

有形固定資産 8,510 10,981

無形固定資産 448 385

投資その他の資産

投資有価証券 9,836 10,909

その他 1,783 992

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 11,613 11,895

固定資産合計 20,573 23,262

資産合計 80,861 80,977

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 18,650 15,401

電子記録債務 5,544 3,909

短期借入金 3,300 2,230

１年内返済予定の長期借入金 98 488

未払法人税等 1,602 934

未成工事受入金 3,198 3,699

完成工事補償引当金 50 127

工事損失引当金 274 246

その他 4,067 5,083

流動負債合計 36,786 32,121

固定負債

長期借入金 196 2,922

退職給付に係る負債 1,325 1,185

繰延税金負債 － 530

その他 525 461

固定負債合計 2,047 5,100

負債合計 38,834 37,221

純資産の部

株主資本

資本金 3,857 3,857

資本剰余金 3,824 3,859

利益剰余金 31,878 32,643

自己株式 △647 △640

株主資本合計 38,912 39,719

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,426 4,278

為替換算調整勘定 264 292

退職給付に係る調整累計額 △576 △534

その他の包括利益累計額合計 3,115 4,036

純資産合計 42,027 43,756

負債純資産合計 80,861 80,977

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 40,502 41,441

売上原価 34,283 33,303

売上総利益 6,219 8,138

販売費及び一般管理費 3,421 4,046

営業利益 2,797 4,091

営業外収益

受取利息 4 11

受取配当金 176 174

その他 52 62

営業外収益合計 233 248

営業外費用

支払利息 13 29

コミットメントフィー 6 31

その他 1 1

営業外費用合計 22 63

経常利益 3,009 4,276

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 488 556

特別利益合計 488 557

特別損失

固定資産処分損 0 60

ゴルフ会員権評価損 － 4

投資有価証券評価損 3 6

特別損失合計 3 71

税金等調整前中間純利益 3,493 4,763

法人税、住民税及び事業税 495 802

法人税等調整額 635 748

法人税等合計 1,131 1,551

中間純利益 2,362 3,211

親会社株主に帰属する中間純利益 2,362 3,211

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益 2,362 3,211

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,040 851

為替換算調整勘定 60 27

退職給付に係る調整額 20 42

その他の包括利益合計 △959 921

中間包括利益 1,402 4,132

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,402 4,132

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
中間連結
損益計算書

計上額設備工事事業
機器製造
販売事業

合計

売上高

(1）外部顧客への売上高 37,788 2,714 40,502 － 40,502

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1 － 1 △1 －

計 37,789 2,714 40,503 △1 40,502

セグメント利益又は損失（△）

（注）
2,959 △161 2,797 － 2,797

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
中間連結
損益計算書

計上額設備工事事業
機器製造
販売事業

合計

売上高

(1）外部顧客への売上高 38,881 2,560 41,441 － 41,441

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 38,881 2,560 41,441 － 41,441

セグメント利益又は損失（△）

（注）
4,159 △68 4,091 － 4,091

（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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区分

前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）
増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

率
（％）

設備工事事業 32,613 87.7 54,463 96.6 21,850 67.0

機器製造販売事業 4,576 12.3 1,903 3.4 △2,672 △58.4

合計 37,189 100.0 56,367 100.0 19,177 51.6

区分

前中間会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

当中間会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）
増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

率
（％）

設備工事事業 31,893 87.5 53,448 96.6 21,554 67.6

機器製造販売事業 4,576 12.5 1,898 3.4 △2,677 △58.5

合計 36,469 100.0 55,347 100.0 18,877 51.8

３．補足情報

（１）連結受注高

（２）個別受注高
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